
No 件　　　名 実施理由
当初計画額

円：Ａ
執行総額

円：Ｂ

Ｂのうち給与
削減分
　　　円：Ｃ

Ｂのうち通常
予算分
　　　円：Ｄ

当初計画額と執
行総額の差額
　 円：E　(B-A)

完了時期 事　業　内　容 備　　　考

1
窓ガラス飛散防止フィルム設
置工事

飛散防止フィルムが
耐用年数（10年）を経
過し、飛散防止の効
果を発揮しないことが
懸念されること、及び
未施工の箇所がある
ことから、学生や教職
員等の安全を確保す
るため、設置工事を
実施する。

29,460,000 41,589,000 37,416,822 4,172,178 12,129,000
①H26.3
②H26.11
③H27.3

【①施工分】　1,197,000円
実施箇所：はばたき棟会議室、通路（7箇所、
78.4㎡施工）
【②施工分】　29,592,000円
実施箇所：図書館、講堂、学生ホール、各学部
棟階段室、エントランス上部等（320箇所、
1,948.1㎡施工）
【③施工分】　10,800,000円
実施箇所：薬学部棟及び食品栄養科学部棟講
義室・実験室等(261箇所、804.9㎡施工)

他事業の残額及び体育館非常用電源切替装置設置工事の未
実施額に大学の通常予算を加え、当初計画額以上に実施し
た。

2
教員研究室等転倒防止器具
（耐震用固定具）配付

転倒防止対策が取ら
れていない棚、ロッ
カー等を固定し、学
生・教職員の安全を
確保するため購入す
る。

15,600,000 9,179,700 9,179,700 0 -6,420,300
①H26.3
②H27.1

【①購入分】　7,116,900円
・転倒防止器具　4,450個
・各教員へ配付済。
【②購入分】　2,062,800円
・転倒防止器具　1,500個
・新規採用者等に配布予定

入札等により安価に購入できたため、当初計画額より減額と
なった。

3 防災用品購入

学内の学生や教職員
等の近くにヘルメット
等を配備することに
より、災害発生時の
安全確保等を図るた
め防災用品を購入す
る。

6,000,000 4,115,844 4,115,844 0 -1,884,156
①Ｈ26.3
②H26.11

【①購入分】　2,896,740円
・防災ヘルメット　1,100個
・レスキューキット 11セット
・エレベーター内緊急キット 11セット
・浄水機　2台
【②購入分】　1,219,104円
・マンホールトイレ　7個
・防災用テント　2張
・防災用ｳｨﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ　300枚

入札等により安価に購入できたため、当初計画額より減額と
なった。

4 電子掲示板設置工事

地震・災害等に関す
る情報を学生・教職
員・来訪者に常時提
供するため、各学部
棟等に電子掲示板を
設置する。

2,300,000 5,929,352 5,929,352 0 3,629,352

①試験導入
H26.10
②本導入
H27.3

【①導入分】　1,501,352円
5台設置（谷田４:はばたき棟１階、下食堂、
図書館、学生ホール、小鹿：事務・図書館
棟）。
【②導入分】　4,428,000円
11台設置予定（谷田９：各学部等棟７、講
堂、はばたき棟２階、小鹿２：教育棟、新看
護棟）
※県大において、短大分も含めて執行し
た。

【整備数】
計16台（内訳：谷田13台、小鹿3台）
【整備機器等の内容】
液晶ディスプレイ、コントローラ、取り付け・スタンド、電源装
置、配線等施工等
テスト機5台を平成26年10月に試験導入し、その結果等を踏ま
えて、平成27年３月に本格導入（全設置）を行う。
附属機材の購入及び配線工事費の増額等により、当初計画
額より増額となった。

5
グラウンド・芝生園地放送設
備購入

災害時にグラウンド・
芝生園地において災
害情報等を聴き取り
やすくするため可搬
式の放送設備を購入
する。

640,000 1,424,282 1,424,282 0 784,282 Ｈ26.10 可搬式放送設備一式 ２セット購入
放送設備の附属機材（ﾜｲﾔﾚｽﾁｭｰﾅｰﾕﾆｯﾄ、ｱﾝﾃﾅ、ユニット
等）及びポータブル発電機を併せて購入したことから、当初計
画額より増額となった。

6

体育館非常用電源切替装置
設置工事
　※本事業では実施しない。
　※大学の修繕等予算で平
成27年度以降実施予定

避難者の受入れに備
えるため、自家発電
装置の供給対象では
ない体育館に電源を
確保する。

4,000,000 0 0 0 -4,000,000 ― ―

【本事業で実施しないことにした理由】
　現在自家発電の供給対象ではない体育館に小型発電機と
電源切替装置を設置する工事を平成26年度に実施する計画
であったが、大学全体の受変電設備更新工事の中で実施した
方が効率的、かつ、効果的であることが明らかになったため、
平成27年度以降、修繕等予算で実施することとした。
　なお、当初計画額については、窓ガラス飛散防止フィルム設
置工事に充てることにした。

58,000,000 62,238,178 58,066,000 4,172,178 4,238,178

※給与削減総額と当初計画総額との差額66千円を含む。
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